
カ

ビ

ー

ル
の
信

と

名

号

小

林

圓

照

は

じ
め
に

東
西
の
諸
宗
教
に
お
い
て
、
絶
対
な
る
も
の
。
聖
な
る
も
の
と
人
間

と
の
関
係

に
お
け
る
信
頼
、
信
仰
、
信
心
、
帰
信
の
形
態
は
、
そ
の
宗

教
の
根
幹
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
イ
ソ
ド
の
宗
教
思
潮
に
お
い
て

も
、

こ
の

「信
」
な
表
現
す
る
代
表
的
な
語
と
し
て
、
リ
グ

・
ヴ

ェ
ー

ダ
以
来
、
s
r
a
d
d
h
a
 

(ラ
テ
ン
語
の
 
d
r
e
d
o
 

と
同
原
)
が
使
用
さ
れ

た
。

古
典
サ
ソ
ス
ク
リ
ッ
ト
で
は
信
念
、
確
信
、
委
信
な
意
味
す
る
語
と
し

て
は
、
 
v
i
s
v
a
s
a
,
 
p
r
a
t
y
a
y
a
,
 
v
i
s
r
a
m
d
h
a
 

な
ど
が
挙
げ
ち
れ
る
。
仏

教
で
は
 
s
r
a
d
d
h
a
 

は
無
論
の
ご
と
、
p
rasa
d
a
 (浄
信
)
、a
d
h
im
u
k
ti

(信
解
)
が
重
要
で
あ
る
。
以
上

の
諸
語
は
、
聖
な
る
対
象

へ
の
理
解
、

そ
れ
に
係
わ
る
自
心
の
浄
化
と
い
っ
た
知
的
.
 意
志
的
な
神
人
関
係
に

お
け
る

「
信
」
の
意
味
が
濃
厚
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
情
緒
的
な
神

へ
の

崇
敬

・
献
身
の
真
意
な
表
わ
す
重
要
な
術
語
と
し
て
 b
h
ak
ti
 (信
愛
.

誠
信
)が
あ
る
。
ま
た
そ
の
信
愛
の
情
感
に
連
な
る
語
と
し
て
p
r
a
p
a
t
t
i

(絶
対
の
敬
虚
・
帰
投
・
献
身
)
が
挙
げ
ち
れ
よ
う
。

さ

て

こ

の
小

論

で

は
、

ヒ

ソ
ド

ウ

ー

・
ム

ス
リ

ム
融

和

の
使

徒

と
称

さ

れ

る
バ

ナ

ー

ラ

ス

の

ム
ス

リ

ム
織

工

(
J
a
l
a
h
a
)

・
カ
ビ

ー

ル

(K
a
b
ir
.

±
1
4
4
0
-
1
5
1
8
)

の
詩

頬

か

ち
読

み
取

れ

る

「
信

」

の
諸

相

と
、

ラ

ー

ム

の

「
名

号

」

な

い

し

は

「
称

名

」

と

な

中

心

に
、

彼

の
思

想

な
考

察

し

た

い
。

カ
ビ

ー

ル
が

n
ir
g
u
na
 (無
属
性
)
 で
 
n
i
r
a
n
j
a
n
a
 

(無

染
着
)

で
あ

る
霊

性

的

真

実

な

掲

げ

て
、

万

人

平
等

の
信

仰

な

主

唱

し

た

こ

と
、

実

践

に

お

い

て

は
、

知

恵
 (
j
n
a
n
,
 
g
y
a
n
)
 

と
誠

信
 (b
h
a
k
ti
,
 
b
h
a
g
a
ti
)

と

の
両

道

な
、

自

然

に
統

一
で
き

る
原

体

験
 
(
p
a
ra
c
a
)
 
な

得

て

い
た

こ

と

は
周

知

の

こ
と

で
あ

る
。

筆

者

は
カ

ビ

ー

ル
研

究

と

し

て
、

す

で

に

サ

ッ
ト

・
グ

ル
 
(
s
a
t
g
u
r
u
)
、

「
中

」

(
m
a
d
h
i
)
、
「
空

」

(
s
m
n
i
)に
関

す

る

論

文

な

発

表

し

た
。

こ
れ

ち

の
研

究

は

カ

ビ

ー

ル

の
思

想

背

景

の

う

ち
、

ヴ

ェ
ー
ダ

ー

ソ

タ

の
不

二

一
元

の
思

想

の
俗

信

的

な

一
面

と
、

サ

ハ
ー
ジ

系

密

教

(金
剛

・
易
行
乗

の
仏
教
的
要
素
な
含
む
)

の

影

響

の

色

濃

い

シ
ヴ

ァ
派

か
ち

出

た

ナ

ー

ト
派

の

ヨ
ー

ガ
思

想

と

に
係

わ

る
領

域

で
あ

り
、

実

践

的

に

は

「
智

」

な

中

心

と

す

る
も

の
で
あ

っ
た
。

い

ま

は

「
信

」

な

通

し

て
、

ヴ

ィ

シ

ュ
ヌ
派

を
基

盤

と
す

る
バ

ク

テ

ィ
思

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第
二
號

平
成
元
年
三
月

二
二

-523-



カ
ピ

ー
ル
の
信
と
名
号

(小

林
)

一
二

想
と
の
関
連
に
ポ
イ
ソ
ト
な
置
い
て
、
カ
ビ
ー
ル
の
信
愛

の
世
界
な
探

つ
て
見

る
。

資
料
と
し
て
は
カ
ビ
ー
ル
の
作
品
中
、
思
想
的
に
は
無
宗
派
的
で
、

言
語
上

で
は
西
部

ヒ
ソ
デ
ィ
ー
に
属
し
、
ダ
ー
ド
ウ
(
D
a
d
u
)派

に
よ

る
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー

ニ
ー
(
R
a
j
a
s
t
h
a
s
)
伝

承

の
カ
ピ
ー
ル
・
グ
ラ
ン

タ
ー
ヴ

ァ
リ
ー
(
K
a
b
i
r
-
G
r
a
n
t
h
a
v
a
l
i
,
 
K
G
と

略
す
)
の
第
三

「
憶
念

・

称
名

の
章
」
<
S
u
m
i
r
a
n
a
 
k
a
u
a
b
g
>
、

第
九

「体
験

の
章
」
<
p
a
r
a
c
a
 
k
a
u

a
n
g
>と
、
第
三
二

「
信
頼
の
章
」
<
B
e
s
a
s
a
 
k
a
u
 
a
n
g
>

な
ど
に
散
見
す

る

「
信
」
思
想

に
関
す
る
サ
ー
キ
ー

(
s
a
k
h
i
)
頬

な
研
究
の
中
心
素
材

と
す
る
。

ア
ム
リ

ッ
ト

・
ラ
イ
氏
(
A
m
r
i
t
 
R
a
i
)
 
は
"
A
 
H
o
u
s
e
 
D
i
-

v
id
e
d
-
T
h
e
 
O
r
i
g
i
n
 
a
n
d
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
o
f
 
H
i
n
d
i
/
H
i
n
d
a
v
i
"
;

O
x
fo
rd
 
U
n
i
v
.
 

P
re
ss
.
 
19
8
4の
一
五
三
-
四
頁
で
カ
ビ
ー
ル
詩
頬
の

用
語
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、

い
ま
は
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、

シ
ャ

ル
ロ
ッ
ト

・
ヴ
ォ
ウ
ド
ヴ
ィ
ル
 
(
C
h
a
r
l
o
t
t
e
 
V
a
u
d
e
v
i
l
l
e
)
 
女

史

編

の

K
a
b
i
r
-
V
a
n
i
,
 

19
8
2
 
(
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ン
ド
学
研
究
所
版
)
 所
収

の
 K
G
2

(P
.
 
N
.
 
T
i
w
a
r
i
 

版
)
、
K
G
1
 
(
S
.
 
S
.
 
D
a
s
 

版
)
な
使
用
す
る
。
加
え
て
東

方
伝
承

の
作
品
ビ
ー
ジ
ャ
ク
 
(
B
i
j
a
k
,
 
B
i
 
と

略
す
)
や
、

ス
イ
ッ
ク
教
に

属
す
る
グ

ル
グ
ラ
ソ
ト
 
(
G
u
r
u
-
G
r
a
n
t
h
)
 
所

収

の
サ
ロ
ク

(
S
a
l
o
k
)

に

あ

っ
.
 
て
対
照
で
き
る
部
分

(
G
uと
略
す
)
、
あ
る
い
は
パ
ダ

(
R
a
d
a
)

や

ラ
マ
イ

ニ
ー
(
R
a
m
a
i
n
i
)

頬
と
対
応
す
る
箇
処
や
、
他

の
作
品
で
思
想

的
に
共
通
す
る
部
分
な
ど
な
参
考
に
し
て
、
カ
ビ
ー
ル
詩
に
歌
わ
れ
た

「
信
」
思
想
の
諸
相

に
つ
い
て
明
ち
か
に
し
た
い
。

一

こ

こ

に
カ

ピ

ー

ル

の
バ

ク

テ

ィ

の
立
場

な
表

詮

す

る
詩

頸

な

紹

介

し

よ
う
。

「
伝
統
の
学
習

(
j
a
n
a
u
)

も
よ

い
/

ヨ
ー
ガ

(
j
o
g
a
)
の
実
修

も

も

っ
と

大
切

だ
と
知

っ
て
は
い
る
/

だ
が

ラ
ー

ム
へ
の
誠

信

な

捨

て

は

し

な

い

(b
h
a
g
a
t
i
 
n
a
 
c
h
a
d
a
u
 
r
a
m
a
k
i
)
/

た
と
え
人
か
ち
責

め
ち
れ
よ
う

と
も
」

(K
G
2
,
 
3
3
-

2
,
 
G
u
 
45
)

こ

の
よ
う

に
決

意

表

明

す

る
彼

の
バ

ク
テ

ィ
思
想

も

単

な

る
熱

烈

信

仰

と

い
う

型

で
は

把

握

し

き

れ

な

い
独
自

性

な
持

っ
て

い

る
と

思

わ

れ

る
。

信
愛
 
(
B
h
a
k
t
i
,
 
b
h
a
g
a
t
i
)

は

も

ち

ろ

ん
、

彼

の

「
信

」

な

表

現

す

る
語

と

し

て

は
、

「
愛

」

と

も

訳

す

べ
き
、
p
r
e
m
a
と
か
s
a
n
e
h
a
に

ま

で
振

幅

す

る

の
で
あ

る

が
、

知

と
情

と

の
両

面

に
互

る

「
信

」

と

し

て

は
、
一
般

的

に
b
i
s
a
v
a
s
aな

採

用

す

る

の
が
適

切

で
あ

ろ

う
。

こ

の
b
i
s
a
v
a
s
a
(
S
k
t
.
 
V
i
s
v
a
s
a
.
 
信

頼
.
 信
念
)

の
用

例
形

な
辞

典
 
K
a
b
i
r

K
o
s
 
(
パ
シ

ュ
ラ
ー

ム

・
チ

ャ
ッ
ル
ヴ

ェ
デ

ィ
編
)

の

二
八

三

・
三
〇

〇

頁

に
探

る
と
、

b
isa
va
s
a
 (a
)
,
 
b
is
a
s
a
,
 
b
e
s
a
s
a
 な

ど

が

あ

り
、

ヒ

ソ

デ

ィ
ー

の

ひ
 
s
r
a
d
h
a
,
 
v
i
s
s
a
s
,
 
y
a
k
i
n
 
と

同

義

語

と

し

て
使

用

さ

れ

て

い
る

こ
と
が

知

ち

れ

る
。

そ

の
語

の
知

的

・
意
志

的

表
現

と

の
関

連

で

い
え

ば
、

次

の
詩

頚

が

自

ち

の
不
動

の
確

信

・
信
念

な
語

っ
て

い

る
。

「火

の
鳥
 
(A
n
a
l
)
 は
虚
空

(a
k
a
sa
)
に
巣
な
さ
だ

め
/

い

つ

も

中

空

(m
a
d
h
i
)に
住
ん
で
い
る
。
天
地

す
べ
て
に
超
然
と
し
/
彼

の
信
に

は
支
柱

は
不
要

(
b
i
na
 
t
h
a
h
a
r
a
 

b
isa
v
a
sa
)」

(K
G
2
,
 
2
0
-
8
)
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A
n
a
l
 
は
不
死
鳥
(
p
h
o
e
n
i
x
)

で
あ
り
、
カ
ビ
ー
ル
は
こ
の
鳥
な
、

「空
」
や

「
中
道
」
に
生
き
る
不
滅

の
霊
性
に
喩
え
る
。
そ

の
境
地
な

支
え
る
の
が
確
信
 (
b
i
s
a
v
a
s
a
)

で
あ
る
。
伝
統
の
教
義
や
タ
ソ
ト
ラ
の

行
で
獲
得
し
た
も

の
で
は
な
く
、
何
の
サ
ポ
ー
ト
も
不
要
で
内
か
ち
霊

性
な
支
え
る
信
力
な
意
味
す
る
。

い
っ
ぽ
う
 
b
i
s
a
v
a
s
a
 
の

情
緒
的
、
信
愛
的
な
表
現
な
次
の
詩
碩
に

見
出
す
こ
と
が
で
き
、

ラ
ー
ム
の
名
号
と
の
関
連
も
明
ち
か
に
な
る
。

「身
は
パ
ー
タ
ル
 (
p
a
t
a
l
=

ジ
ャ
ス
ミ
ン
)
の
花
/
こ
こ
ろ
は
蜜
峰
/
思
念
は

快
い
芳
香
で
あ
る
。
ラ
ー
ム
の
御
名

(
r
a
m
a
 
n
a
m
a
)
 

の
甘
露
で
芯
な
潤
せ

ば
/
誠
信
の
果
実
な
も
た
ち
せ
る

(
p
h
a
l
 
l
a
g
a
 
b
e
s
a
s
a
)

」(
K
G
2
 
3
2
-
1
0
)

同
様
な
「
信
」
の
歌
に
は
、
バ
リ
(
H
a
r
i
=
ラ

ー
ム
)
 へ
の
信
愛
 (
b
h
a
g
a
t
i
)

が
な
け
れ
ば
、
幻
や
煙
の
宮
殿
よ
う
だ
と
も
歌
わ
れ
る
(
K
G
2
,
 
1
1
5
-
4
0
)
。

ま
た
 
b
i
s
a
v
a
s
a
 

と
同
様

に
、
自
か
ち
の
選
ん
だ
神

へ
の
信

(
m
o
h
i

b
h
a
r
o
s
a
 
i
s
t
a
 
k
a
)
 
と
し
て
b
h
a
r
o
s
a
(

信
頼

・
信
仰
)
の
語
が
使
わ

れ
る

(
K
G
b
2
 
3
2
-
7
)
。

カ
ビ
ー
ル
が
、
真
実
の
道
友
な
求
め
て
も
、
み
な

自
分
の
こ
と
ば
か
り
で
、
「
信
」
の
な
い
こ
と
な
歎
く
表
現
に
、
「
心
に

信
念
 (
p
a
r
a
t
i
t
i
,
 
s
k
t
,
 
p
r
a
t
i
t
i
)
 

な
く
、
魂
に
信
仰
 
(
b
e
s
a
s
a
)
 

の
な
い
」

(
K
G
2
 
1
5
-
6
2
)
 

と
い
う
用
法
が
見
ち
れ
る
。

二

つ
ぎ
に
信
愛
と
ヲ
ー
ム
の
名
号
と
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

カ

ビ
ー
ル
の
教
え
に
は
二
元
相
対
な
こ
え
た
知
恵
な
説
く
冥
想
の
道
の
一

面
と
同
時
に
、
真
実
な
る
も
の
へ
の
誠
実
な
愛

の
一
面
で
あ
る
信
愛
が

あ
る
こ
と
が
、
両
面
に
通
じ
る
b
i
s
a
v
a
s
aの
語
法
に
よ

っ
て
明
ち

か

走

な

っ
た
。

ラ

ー

ム

へ
の
絶

対

帰

依

の
称

名

の
道

に
、

禅

定

的

な
智

の
要

素

が

あ

る

こ
と

が

認

め
ち

れ

た
。

そ

の
バ

ク

テ

ィ

の
対

象

と

な

る

聖

名

は

「
ラ

ー

ム
」

の
名

号

が

中

心

と

な

る
。

も

ち

ろ

ん

カ
ビ

ー

ル

の

詩

頸

に

お

い

て

は
、

ラ

ー

ム

の
名

号

の
他

に
も

ヴ

ァ
イ

シ

ュ
ナ

ヴ

ァ

の

神

名

に

か

か
わ

る
も

の
と

し

て
、

H
a
r
i
,
 
N
a
r
a
y
a
n
,
 

G
o
v
in
d
,
 M
a
-

d
h
a
v
,
 K
r
s
n
a
,
 

G
o
p
a
l
 な

ど

が
散

見

で
き

る
。

し

か
し

「
ラ

ー

ム

の

名

号

」

な

い

し

は

「
名

号

」

と

い
う

語

そ

れ
自

身

が
、

唯

一
の
至

高

で

あ

る
神

性

な

表

詮

す

る

も

の
と

し

て
、

ユ

ニ
ー

ク

で
あ

り
、

す

べ

て

に

遍

在

す

る
真

実

の
扉

な
開

く

も

の
と

見

な

さ
れ

る
。

聖

な

る

も

の

の
名

前

は

憶

念
 
(
S
um
ira
na
)

称

名

(
唱
名
 
n
a
m
-

su
m
ira
n
)
、
口
称

(U
c
c
ar
a
,
 
Ja
p
a
)
、歌

唱

(
B
h
a
j
na
,
 
g
u
na
-
k
i
r
t
a
n
a
)

な

ど

の
実

践

の
対

象

と

な

っ
て

は

じ

め

て
名

号
 
(n
a
m
,
 sk
t
 n
am
a
)
 と

な

る
が
、

前

出

の
 

K
a
b
ir
 K
o
s

の
一
二

〇

・
一
二

二
頁

の

用

例

形

で

は
、

n
a
m
a
 (isw
a
r
 k
a
 n
am
)
,
 na
m
k
i
 (
H
i
.
 
n
a
m
k
o
)
,
 
n
a
m
a
,

n
a
m
u
,
 n
a
i
,
 

n
a
u
,
 na
u
,
 
n
a
u
,
 
n
a
v
 な

ど

が

挙
げ

ち
れ

て

い

る
。

J
.

G
o
n
d
a
 氏

は

『
古

代

イ

ン
ド

の
名
辞

と
神

名

に

つ
い

て

の

ノ

ー

ト
』

(
Z
o
te
s
 on
 
Nam
e
s
 
a
n
d
 Z
a
m
e
 o
f
 G
o
d
 in
 a
n
cien
t
 
I
n
d
i
a
,
 

Z
ie
u
w
e

R
e
e
k
s
,
 
D
ee
l
.
 
7
5
,
 
N
o
.
 
4
.
 

1
9
7
0
)
 
に
お

い
て

「
ト

ゥ

ル

シ

ー

ダ

ー

ス

(T
u
l
s
i
d
a
s
)
、

そ

の
他

の
敬

信

的

な
面

な

よ

り
重

視

し

た

人

々

と

は

反

対

に
、

名

号

の
も

っ
て

い

る

(
sa
b
da
)
 音

声

の
面

は
カ

ビ

ー

ル

に

よ

っ

て
特

別

に
瞼

調

さ

れ

た

」

(p
.
 
9
7
)と
評

し

て

い
る
。

さ

ち

に

同

書

で

G
o
n
d
a
 氏

は
、

師

匠

(
グ

ル
)
よ

り
伝

え

ち
れ

た

「
名

号

」

は
、

無

顕

カ
ビ
ー

ル
の
信
と
名
号

(小

林
)
 

一
三
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カ
ビ
ー

ル
の
信

と
名
号

(小

林
)

一
四

現

の
至
高
の
存
在
と
し
て
の
ニ
ル
グ
ナ
の
ラ
ー

マ
な
把
握
す
る
唯

一
の

方
便
で
あ

っ
た
と
解
説
 
(
p
.
 
1
0
0
)

す
る
。

カ
ビ
ー
ル
に
と

っ
て
ま
ず
ラ
ー
ム
の
名
号
と
は
、
R
a
と
M
a

か
ち

成
る

「
二
字
の
名
号
」
)
 
D
u
i
 
a
k
h
a
r
a
)
 

で
あ
り
、
心
に
保
持
す
る
限
り

不
滅

の
も

の
で
あ
る

(
G
u
 
1
7
1
)
。

捨
て
る
べ
き
は
無
用
の
学
習
や
書
物

で
あ
り
、

五
十
二
文
字
の
中
か
ち

「
二
字
の
ラ
と
マ
」
に
深
く
集
注
す

れ
ば
よ
か
っ
た
 (rarai
 m
am
ai
 cita
 la
i
.
 
K
G
2
 
3
3
-
1
)
。

霊
性
の
世
界

で

は
た
だ

ラ
ー
ム
へ
の

「
愛
の

一
語
」
(
e
k
a
i
 
a
k
h
a
r
a
 
p
r
e
m
a
 
k
a
,
 
K
G
2
3
3

-3
)
 な
判
読
し
て
こ
そ
学
匠

(パ
ソ
デ
ィ
ト
)
 で
あ
る
。
ま
た
ラ
ー
ム
の

名
号
は
偉
大
で
あ
り
、
正
師
よ
り
授
け
ち
れ

た
聖
句

(
マ
ン
ト
ラ
)
で

あ
り
、
返
礼
し
尽
す
こ
と
の
で
き
な
い
程
の
無
価

の
ギ
フ
ト
で
あ
る
。

同
様

の
信
仰
は
、
ジ

ニ
ャ
ー
ネ
シ
ュ
ワ
ル

(
J
n
a
n
e
s
v
a
r
)
 

に
よ
っ
て
古

マ
ラ
テ
ィ
語
で
歌
わ
れ
た
H
a
r
i
p
a
t
hに
見
い
だ
す
こ
と

が

で

き

る
。

「
バ
リ
の
御
名
な
口
に
唱
え
よ
、

こ
ん
な
に
得
た
利
益

(功
徳
)

な
だ
れ
が
算
え
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

よ
う
」
(
h
a
r
i
 
m
u
k
h
e
 
m
h
a
n
a
,

と
い
う

一
句
で
あ
る
。

つ
ぎ

の

一
詩
頬
は
カ
ビ
ー
ル
の
名
前
と
神
名
と
の
こ
と
ば

の
遊
び
が

あ
る
が
、

内
容
は
真
剣
な
ラ
ー
ム
と
の
一
致
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。

カ
ビ
ー
ル

「あ
な
た

(
ラ
ー

ム
)
ご
自
身
、

「
偉
大
な
」

お
方
/

わ
た
し
も

「
カ

ビ

ー

ル
」
で
、
あ
な

た
の
御
名
前
/

身
命

な
捨
て
な
け
れ
ば
/

ラ
ー
ム
の
宝
珠

は

手

に
入
ち
ぬ
」

(
G
u
.
 
3
1
)

カ

ビ

ー

ル
と

は

ア

ラ

ー

ハ
 
(
A
l
l
a
h
)
 

の
異

名

で
あ

り
、

カ
ビ

ー

ル

に

と

っ
て
は
、
ラ
ー
ム
も
ア
ラ
ー
ハ
も
、
真
実
な
る
も
の
と
し
て
差
別
は

な
い
。
名
号
な
唱
え
る
に
は
不
動
の
信
が
必
要

で
あ
る
。
疑
い
な
い
だ

い
て
ラ
ー
ム
な
讃
美
し
て
も
、
唯

一
な
る
も
の

へ
の
信

心

(
e
k
a
 
b
i
n
a

b
e
s
a
s
a
.
 
K
G
2
 
3
2
-
3
)
 

が
な
け
れ
ば
空
し
い
。
あ
る
い
は
神
に
信
頼
な

お

く
も

の
 (
m
o
h
i
 
b
h
a
r
o
s
a
 
i
s
t
a
k
a
.
 
3
2
-
7
)
 

が
地
獄
に
入
ち
ず
救
済
さ
れ

る
。
神
名
な
歌
唱
す
る
だ
け
で
は
神
に
遠
い
。

し

っ
か
り
し
た
信
な
も

っ
て
讃
美
す
る
も

の

(jina
 gay
a
 bisav
asa
 
g
a
h
i
.
 

K
G
2
.
 
3
2
-
1
4
)
 

が
ラ

ー
ム
の
現
前
な
得
る
な
ど
と
説
き
、
そ
れ
ぞ
れ

「
信
」
の
重
要
性
な
指

摘
し
て
い
る
。

カ
ビ
ー
ル
の
東
方
伝
承
の
作
品
、
ビ
ー
ジ
ャ
ク

(
B
i
j
a
k
)

で
も
、
正

と
な

信
も
な
く
ラ
ー
ム
な
唱
え
て
自
由
が
得
ち
れ
る

の
な
ち
、
水
と
称
え
て

渇
き
な
い
や
し
、
食
物
と
呼
べ
ば
飢
え
か
ち
解

放
さ
れ
る
。
こ
ん
な
調

子
で
全
世
堺
が
自
由
に
な
る
の
か
と
皮
肉
な
口
調
で
批
判

し

て

い
る

(S
abd
a
 
4
0
)
。

ま
た

マ
ラ
イ

ニ
ー
 (
R
a
m
a
i
n
i
)

碩

(
3
3
)
 

で
も
、
舌
上
に

<
た
こ
>
 が
で
き
る
程
、
唱
え
て
も
、
信
な
も

っ
て
真
実
に
触
れ
な
け

れ
ば
無
意
味
で
あ
る
こ
と
な
歌

っ
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
名
号
な
正
し
く

称
え
る
に
は
謙
虚
さ
、
自
か
ち
の
悪
の
自
覚
、

自
己
浄
化
に
目
覚
め
る

こ
と
な
ど
が
必
要
な
こ
と
な
教
え
る
詩
頬
な
ど
も
多
く
見
ち
れ
る
。
終

局
的
に
は
、
名
号
な
称
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
迷
妄

(
M
a
y
a
)
 

の
世
界
か

ち
ラ
ー
ム
の
世
界
、
す
な
わ
ち
不
死
の
都
城
、

喜
悦
の
国
土
 (A
m
ar
a
-

p
ura
,
 
A
m
ara
-lok
a
-Gu
-
1
6
3
,
 

K
G
22
1
-
3
,
 

29
-
1
2
)
 

に
導
か
れ
る
の
で
あ

る
。
カ
ビ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
心
な
ラ
ー

マ
の
御
名
に
集
注
し
て
生
活
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す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
 
(K
G
2
 
3
-
8
)
 

そ
れ
以
外
の
行
住
坐
臥
は
み
な

死
の
使

い

(
K
a
l
a
)
に
属
す
る
不
真
実
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三

信
愛
と
ラ
ー
ム
の
名
号
と
な
実
践
的

・
具
体
的
に
結
び

つ
け
る

の
は
、
ま
ず
心
の
う
ち
に
ラ
ー
ム
な
念
ず
る

こ
と
 
(
R
a
m
-
s
u
m
i
r
a
n
a
,

s
k
t
-
s
m
a
r
a
n
a
,
 
H
i
.
 
s
u
m
a
r
a
n
a
)
 

す
な
わ
ち
ラ
ー
ム
へ
の
憶
念
で
あ
る
。

憶
念
は
、
S
m
r
i
t
i
,
 
a
n
u
s
m
r
i
t
i
で

も
あ
り
、
形
式
的
に
い
え
ば
、
仏
随

念

・
念

仏
 (
B
u
d
d
h
a
n
u
s
m
r
i
t
i
)

に
も
通
じ
る
。
カ
ビ
ー
ル
の
憶
念

・
称

名

(唱
名
)
の
用
語
に
つ
い
て
、
前
出
の
K
a
b
i
r
 
K
o
s
四〇
〇

・
四

〇

一
頁

に
探
れ
ば
、
S
u
m
i
r
a
n
a
 
(
s
k
t
.
 
s
m
a
r
a
n
a
,
 
H
i
.
 
S
u
m
a
r
a
n
a
)
=

d
h
y
a
n
など
が
挙
げ
ち
れ
る
。
名
号
な
月
称

(
u
c
c
a
r
a
)

す
る
か
ど
う
か

は
別
と
し
て
S
u
m
a
r
a
n
a
 
は
心
な
制
し
て
、
聖
な
る
も
の
へ
集
注
さ

せ
る
る
こ
と
な
意
味
す
る
。

こ
れ
は
ラ
ー
ム
の
世
界
に
没

入

す

る
方

法
と
し
て
重
視
さ
九
た
。

こ
の
こ
と
は
カ
ビ
ー
ル
以
後
、

ナ

ー

ナ

ク

(
Z
a
n
a
k
)

に
始
ま
る
シ
ィ
ッ
ク
(
S
i
k
h
)

教
の
人
々
に
も
絶
え
ず
強
調
さ

れ
て
い
る
。
名
号
は
ラ
ー
ム
に
心
な
定
め
る
た
め
に
あ
り
、
そ
の
実
践

内
容
で
あ

る
る
 
S
u
m
i
r
a
n
a

に
は
、
前
出

の
辞
典
に
示
さ
れ
た
d
h
y
a
n

k
a
m
a
 
と
 
J
a
p
 
k
a
r
n
a
 
と

の
両
意
義
が
あ

っ
た
よ
う
に
、
心
に
専
注

す
る
(
j
i
n
i
 
h
a
r
i
 
k
a
 
n
a
m
u
 
c
a
t
o
,
 
G
u
.
 
9
2
,
 
9
4
,
 
2
2
1
)
 

意
味
の
場
合
も
、

ラ

ー

ム

の
御

名

な
称

え

る

(b
a
in
 u
c
a
ra
a
u
 t
u
a
 
n
a
m
a
;
 m
u
k
h
a
k
a
h
i
 e

r
a
m
u
,
 
G
u
.
 11
0
,
 
1
19
)
 場
合

も

と
も

に

ラ

ー

ム
に
心

な
定

め

る

こ

と
外

な

ち

な

い
。

さ

て

ラ

ー

ム

の
称

名

に
専

念

す

る

心
持

ち

な

カ

ビ

ー

ル

は
俗
謡

の
喩

で
歌

っ
て

い
る
。

「
信
愛

の
ラ
ー
ム
な
捨
て
て
/
他

の
神
名

な
称

え
る
こ
と
は
/

ま
こ
と
遊
び

女

の
息

子
の
ご
と
し

(b
e
sv
a
 k
e
r
a
 p
uta
 jy
a
u
)/

い

っ
た
い
誰
な

父

と

べ
よ
う
 
(k
a
h
a
i
 k
a
u
 
s
a
u
 

b
a
p
a
)」

(K
G
2
 
3
-

2
0
)

カ
ビ

ー

ル
の
称

名

一
行

の
三

昧

が

こ

こ
に

あ

る
。

業

と

救

済

の
問

題

は
宗

教

の
あ

る

と

こ

ろ
常

に
提

起

さ

れ

る

の
で

あ

る

が
、

カ
ビ

ー

ル

の
場

合

は
称

名

と
業

と
救

済

と

の
連

関

と

し

て
語

ら

れ

る
。「ラ

ー

ム
の
名
号
、

二
句
唱
え
た
だ
け
で
/

百
千
旧
業
、

一
時

に
消
え

た
/

百
千
万
劫
よ

い
こ
と
積

ん
で
も
/
称
名
が
な

け
れ
ば
安

ち
ぎ

も
な
し

(
n
ah
l

n
a
u
 b
in
u
 
t
h
a
u
)

」
(
K
G
3
 
3
-

1
1
)

ラ

ー

ム

へ
の
絶

対

の
帰

依

の
あ

る
と

こ

ろ
救

済

は
用

意

さ

れ
、

称

名

に
よ

っ
て

一
切

の
善

悪

の
業

は
払

拭

さ

れ

る

の

で
あ

る
。

同

趣

の
詩

順

が

K
G
2
 
3
-
1
0
に
も
見

ち
れ

る
。

ラ

ー

ム

へ
の
称

名

は
、

易

行

・
自

然

・
法
爾

・
そ

の
ま

ま

と

い

っ
た

状

況

に
近

い

サ

ハ
ジ
(
s
a
h
a
j
)の
語

で

表

現

さ

れ

る
。

彼

の
信

仰

が

万

民

に
開

か

れ

た
も

の

で
、

だ

れ

で
も

共

に
歩

め

る

竜

の
で
あ

る
。

あ

な

た
自

身

で

ラ

ー

ム
な

称

え
、

他

の
人

々

に
も

御

名

な

呼

ぽ

し

め

よ

う
 
(
a
p
a
n
a
 

r
a
m
a
 ra
m
a
 k
a
h
i
,
 
a
u
r
a
 ra
m
a

カ
ビ
ー

ル
の
信
と
名
号

(小

林
)

二
五
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カ
ピ
ー

ル
の
信
と
名
号

(小

林
)

二
六

k
a
h
a
i
,
 
K
G
1
 
2
-
2
3
)
と

い
っ
た

「
自
信
教
人
信
」
の
歌
さ
え
あ
る
。
し
か

し
事
実

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
カ
ピ
ー
ル
は
、
ラ
ー
ム
へ
の
道
の
行
路

難
な
つ
ぎ

の
よ
う
な
き
び
し
い
比
喩
で
提
示
し
て
い
る
。

「カ
ビ
ー
ル
は
言
う
、
バ
リ

(
ラ
ー
ム
)
へ
の
ほ
ん
と
う
の
称
名
は
容
易
で

は
な
い
/
杭
の
上
の
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
・
ダ
ン
ス
の
よ
う
に
 (
s
u
l
i
 
u
p
a
r
i
 
n
a
t

v
i
d
h
y
a
)
/

二
つ
間
違
え
ば
命
と
り
」
(
K
G
1
 
2
-
2
9
,
 
K
G
2
 
3
-
5
)

別
の
碩

(
K
G
2
 
1
4
-
1
9
)

で
は
、
ラ
ー
ム
の
バ
ク
テ
ィ
は
得

が

た
く

(b
h
a
g
a
t
i
 
d
u
h
e
l
i
 
(
=
s
k
t
.
 
d
u
r
l
a
b
h
a
)
 
r
a
m
a
 
k
i
)
、

心
な
決
定
し
な
け
れ

ぽ
、
剣

の
刃
で
身
な
切
り
離
さ
れ
る
よ
う
な
状
態
に
な
る
と
い
う
。
全

身
全
霊

で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、

ラ
ー
ム
と
の
出
会
い
は

成

就

し

な

い
。
単
な
る
口
称

の
繰
り
返
し
で
な
く
、
徹
底
し
た
称
名
が
求
め
ち
れ

る
。四

よ
り

一
歩
進
ん
だ
称
名
の
徹
底
と
は
何
な
意
味
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

カ
ビ
ー
ル
の
思
想
的

・
実
践
的
な
背
景
と
な

っ
て
い
る
ナ
ー
タ

派
で
は
、
真
実

の
口
称
 
(
j
a
p
a
,
 
H
i
,
 
j
a
p
a
)
 

は
無

口
称

の

口
称
 
(
a
j
a
p
a

m
a
h
a
i
 
j
a
p
a
,
 
a
j
a
p
a
j
a
p
a
)
、

す
な
わ
ち
静
寂

・
沈
黙
の
口
称
で
あ

る

と

強
調
す

る
。
口
に
唱
え
る
こ
と

(
u
c
c
a
r
a
)

は
事
実
上
、
初
心
の
実
修
な

除

い
て
は
不
必
要
と
さ
れ
、

よ
り
神
名

の
憶
念

(
s
u
m
i
r
a
n
a
)

な

通

じ

て
、
深
化
、
内
面
化
な
求
め
る
。
見
る
も
の
が
見
え
ざ
る
も
の
の
中
に

没
入
す
る
よ
う
に
、
師
に
よ

っ
て
聖
句

(
S
a
d
b
a
)

な
与
え
ち
れ
、
そ
れ

な
口
称

・
憶
念
す
る
こ
と

(
s
u
r
a
t
i
)

か
ち
口
称
す
る
こ
と
も
な
く
、
聖

句
も
な

い
(
a
s
a
b
d
a
)
、

状
況

(
n
i
r
a
t
i
)

と
な
り
、
自
己
は
大
い
な
る
自
己

(
y
a
u
 
a
p
a
 
m
a
h
a
i
 
a
p
a
)
 

と

一
体

と

な

る

(
K
G
2
9
-
1
9
)
。ち

ょ
う

ど

水

が

氷

と

な

り
、

再

び

氷

自

身

が

融

け

る

よ
う

に
す

べ

て
が

彼

自

身

と

な

る
。

信
愛

に
よ

る

ラ

ー

ム
と

の

一
体

の
体

験

な

次

の
よ

う

に
歌

う
。

「
あ
な
た
、
あ
な

た
な
繰
り
返
し
/
わ

た
し

は
あ
な
た

に
成

っ
た
/

わ
た
し

の
内
に

「
私
」

は
残
ち
な

い
/
あ
な

た
の
御
名

に
わ
た
し
な
捧
げ

て
/

触
目

す

る
と
こ
ろ
、
す

べ
て
あ
な

た
 
(v
a
r
i
 
te
re
 n
a
u
 pa
ri
,
 
jita
 d
ek
h
a
u
 tita

tu
)」
(K
G
2
 
3
-
5
)

同

趣

の
境

地

が

「
一
体

の
鏡

」

の
比

喩

で
説

明

さ

れ

る
。

「
心

の
内
に
鏡
が
あ

っ

て

も
 
(h
ira
d
a
 b
h
ita
r
 a
r
a
s
i
 
<
=
d
a
rp
a
na>
)/

〔
ラ
ー

ム
の
〕
顔

は
映
ち
な

い
/

心

か
ち
差
別
が
出
て
行

っ
た

と

き

(jau

d
ila
 k
i
 
d
u
v
id
h
a
 ja
i
)/

た
だ
そ

の
時

に
の
み
現

わ
れ
る
」
(
K
G
2
 15
-
11
)

見

る
も

の
と

見

ち

れ

る

も

の
、

写

す

も

の
と

映

る

も

の
と

の

二

元
、

相

対
 
(
d
v
i
d
h
a
)
 

が

あ

る
限

り
、

ラ

ー

ム

は
出
現

し

な

い
。

カ
ビ

ー

ル

の

鏡

(霊
性
・
j
i
v
a
)
と

ラ

ー

ム
が

一
体

に
な

っ
た

と
き

こ
そ
、

ラ

ー

ム
そ

の
も

の
と

な

っ
て
現

わ

れ

る
。

五

カ
ビ

ー

ル
は
、

ラ
ー

ム

の
御

名

こ
そ
真

実

・
本

質

で
あ

る

と
主

張

し

て

い
る
。

ラ

ー

ム

(
ラ
ー

マ
神
)
は

も

と

も

と

ヴ

ァ
イ

シ

ュ
ナ

ヴ

ィ

ズ

ム
の
信

愛

の
対
象

で

あ

る
が
、

無

属

性

の
真

実

な
説

く

カ
ピ

ー

ル
に

お

い

て

は
俗

信

的

な
有

相

の
ラ

ー

ム
で

は

な

い
。

無

相
、

無

徳
、

無

染

の
真

実

と

し

て

の
ヴ

ィ

シ

ュ
ヌ
で

あ

る
。

む

ろ

ん

カ
ビ

ー

ル

は
そ

の
神

名

に
拘

泥

し

て

い
る
わ

け

で

は

な

い
。

人

々
は

四
壁

の
ヴ

ィ

シ

ュ
ヌ

に
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冥

想

す

る
が
、

カ

ビ
ー

ル
は
無

量

の
腕

な

も

つ
も

の

に
心

な
定

め

る

と

も
言

っ
て

い
る
。

そ

の

ラ

ー

ム

の
名

号

こ
そ
、

サ

ー

ダ

ナ

(求
道
)

の

真

実

・
本

質

で
あ

る

と
説

く

の
で
あ

る
。

そ

の
用

例

な

挙

げ

れ

ぽ
、

「
称

名

こ

そ
真

実

で
あ

る
」

(
s
u
m
i
r
a
n
a
 
s
a
r
a
 
h
a
i
.
 
K
G
2
 
3
-
1
4
)
、

「
身

・

口

・
意

で

の

〔
称

名

〕
、
そ

れ

こ
そ
憶

念

・
称

名

の
本

質

で
あ

る
」

(
m
a
-

n
a
sa
 b
a
c
a
 k
a
rm
a
n
a
,
 
(k
a
b
ir
)
 
s
u
m
ira
n
a
 
sara
.
 K
G
2
.
 
3
-
7
)

「
ラ
ー

ム

の
御

名

は
至
上

の
真

実

(
あ

る

い

は
真

理

の
本

質
)

で

あ

る

」
(
ra
m
a

n
a
m
a
 
n
i
j
a
 
s
a
r
a
.
 

K
G
.
 
3
-
1
3
)
 
な

ど
が

あ

り
、

い
か

に
誠

信

な

も

っ
た
憶

念

・
称

名

が

カ
ビ

ー

ル

の
求

道

に

お

い

て

の
中
核

(
s
a
r
a
)

で

あ

っ
た

か

が

明

ち

か

に

な

る
。

同

趣

の
詩

頬

と

し

て
、

ブ

ラ

フ

マ
神

に
も
、

シ
ヴ

ァ
神

に
も
、

皆

に
も

同

様

に
話

し

た

の
だ
、
「
ラ

ー

ム

の
御

名

は
至
上

の

真

実

な
り

」
(r
a
m
a
 n
am
a
 ta
ta
sa
ra
 h
a
i
,
 
K
G
2
 
3
-
2
6
)
 

と
、
カ

ビ

ー

ル

は

一

句

な
述

べ
、

「
私

の
教

え

の
、

こ
れ

が

全

て

だ

」

(sa
b
a
 k
ah
u
 u
p
a
d
e
s
a
)

と
も

表

明

し

て

い

る
。

結

語

カ

ビ
ー

ル

の

「
信

」

の
思

想

と

名

号

・
憶

念

・
称

名

な

調

べ

る
と

い

っ
て

も
、

詩

頚

の
な

か

か

ち
把

握

す

る
以

外

に

は

方

法

は

な

い
。

し

か
も

そ

の
量

は
膨

大

で
あ

り
、

ラ

ー

ム

の
名

号

に
関

す

る

表

詮

ひ

と

つ
な

挙

げ

て
も
、
集

約

的

な

結

論

は
出

し

が

た

い
。
た

だ

b
isv
a
s
a
,

r
a
m
a
 n
am
a
,
 
s
u
m
i
r
a
n
a
,
 

s
a
r
a
 と

い

っ
た
重

要

な
用

語

な
中

心

に
、

そ

の
周

辺

の
思

想

に
幅

な

広

げ

つ

つ
検

討

し

た
。

そ

れ

な

要

約

す

る

と
、
1

「信
」
b
i
s
a
v
a
s
a
 

の
語
な
通
じ

て
明
ち

か
に
な

っ
た

よ

う

に
、

不
滅

の
霊
性

へ
の

「確
信
」

と
い

っ
た
知
的

・
意
志
的
な
世
界
と
、

カ
ビ

ー
ル

の
情
緒
的
な

「
信
愛
」

の
世
界
と

は
、
本
来
、

切
り
離
さ
れ
る
べ
き
も

の

で
は
な
く
、

彼

の
原
体
験

に
お
い
て
内
的

に
統

一
さ
れ
て

い
る
。

2

「信
」

の
問
題

は
、

カ
ビ
ー

ル
の
場
合
、

ヴ
イ
シ
.
 
ユ
ヌ
派
な
基
盤
と
す

る
バ
ク
テ

ィ
思
想

に
深
く
係

っ
て
は
い
る
が
、

単
な

る
熱
烈
信
仰

に
留
ま

ち
ず
、

独
自

の
も
の
な
持

ち
、

と
く

に
神
性

に
関
し
て
も

ユ
ニ
ー
ク
な
考

え
な
表
明
し
て

い
る
。

3

神
名

と
し
て

「
ラ
ー

ム
の
名
号
」
な
挙
げ

る
が
そ

の

「
名
号
」

に
拘
泥

し
て
い
る
わ
け

で
は
な

い
。
あ
え

て
い
え
ば

「
無
相
の

ラ

ー

ム
」

で

あ

り
、
彼

の
命
題

と
も

い
う

べ
き

「
ラ
ー
ム
の
名
号

は
真
実
、

ラ
ー
ム
の
憶

念

・
称
名

は
本
質

で
あ

る
」
と

い

っ
た
句

は
、
彼

の

「
信
」

の
思
想

の
根

幹

な
指
摘

す
る
も

の
で
あ

る
。

4

カ
ビ

ー
ル
の
 
S
u
m
i
r
a
n
a

の
語

は
幅
広
く
、

憶
念
、

称
名
隔

口
称
な
ど

な
総
括

的
に
表
現

し
て
い
る
用
語

で
あ
り
、

そ

の
深

化
.
 内
面
化
な
通
じ

て
、

カ
ビ
ー

ル
の
思
想

の
知

・
情

の
両
面

に
か
か
わ

る
キ

ー
ワ
1
ド
と
な

っ
て

い
る

こ
と
が
明
ち
か
に
な

っ
た
。

5

カ
ビ
ー

ル
の
名
号
と
称
名

と
の
考
察

な
通

し
て
比
較
思
想
的
な
方
法
も

今
後

の
課
題
で
あ
る
。
宗
教

現
象
と
し
て
は
、
仏
教

の
場
合
と
対
比
で
き

る
多
く

の
共
通
項
な
も

っ
て

い
る
。

6
 

C
h
.
 
V
a
u
d
e
v
i
l
l

e
 女
史
が
 
K
a
b
ir
,
 vo
l
u
m
e
 
I
.
 

1
9
7
4で
指
摘
し
た

よ
う

に
、

ガ
ビ

ー
ル
の
憶
念

・
称
名
と

ス
ー

フ
ィ
 
(
s
u
f
i
)
 

の
本
質
的

な

実
修
と
し

て
の
デ

ィ
ク
ル
 (
dh
ik
r
)
 
と
が
、

緊
密
な
平
行
現
象
な
も

っ
て

い
る
こ
と
、

あ
る

い
は
そ

の
概

念
に
ひ
じ

ょ
う

に
近
似
し

た
点
な
挙
げ

て

い
る
が
、

今
後

の
課
題
と
し
て
明
ち
か
に
し
て
行
き

た
い
。

〔註

記
は
す
べ
て
省
略
〕

〈
キ

ー
ワ
1
ド
>

カ
ビ
ー

ル
詩
、

信

と
名
号
、

ラ
ー

マ
信
仰
、

バ

ク
テ
ィ

運
動

(
花
園
大
学
教
授
)

ヵ
ビ
ー

ル
の
信
と
名
号

(
小

林
)

二
七
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